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私の今日この頃

明けましておめでとうございます。
今年は亥年です。亥は十二支のひとつで、これに十干を組み合わせて
干支（えと）と云い、六十年周期で循環します。今年の干支は、己亥

（つちのとい）。「自分の力を信じ、ちょっと違ったところで挑戦すると、
爆発的な成果が期待できる年になる」と云われています。

さらに今年は、平成が終わり皇太子さまが天皇に即位される歴史
的な年。新しい年の幕開けです。多くの人はこれを「きっしょ」に新し
い自分に挑戦するでしょう。

古来、大阪や京都では、大事な機会や節目を「きっしょ」と云い、自
分づくりの、キッカケにしてきました。
「脱皮しない蛾は死ぬ」と云います。脱皮するためにこれが「きっし

ょ」と、色々チャレンジしてきましたが、これまでは大抵、三日坊主で終
わっています。

しかし、昨年、後期高齢者となりもう後がありません。今年こそ本気で
新しい課題に挑戦しょうと思っています。  自分と社友会の為に‥‥合掌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　 ＨＫひでと

定年退職後、泉州「だんじり祭り」で有名な
岸和田で同好会に入り「ミニだんじり」作りに
没頭。��年間で��台を完成させ、その見事な
出来栄えは市の文化祭にも出品して好評を得
るご活躍ぶり。社友会では「歩こう会」で皆勤
を目指し、健康で溌剌とした暮らしぶりです。

梶 田 忠 治 さん （No.����）

絵 /橋 本 嘉 昭さん

こ れ を「 きっしょ」に
ミニだんじりを
　　　　作って15年
創作意欲が健康の源

● 新年の挨拶
    　 会長/北田副会長/植田副会長
● 新年のご挨拶　戴 社長
● 支部活動の紹介　東北支部
● 社友会旅行：焼津温泉と日本平の旅
● WE  LOVE  SHARP
　  　「買ってくださいシャープ製品」
● 私の近況短信/新入会員紹介等
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明けましておめでとうございます。
会社は「�KとAIoTで世界を変える」のスローガンの基
に、海外も含めた全社員が一丸となって新たな市場を創
造する世界初の商品を次 と々発売しました。

その結果上期は過去最高の利益率を達成され、明る
い新年を迎えることが出来ました。

今年、日本は元号の改元と饗宴の儀、Ｇ２０首脳会議、
ラグビーＷカップ日本開催、東京オリンピックのプレイベン
ト、消費増税等、国を挙げての行事が盛り沢山で、�K放

送と相まって大きな経済変動が予測されます。
中期�か年計画の最終の年度と重なるだけに、計画達

成を期待しております。
社友会は昨年も会社にご支援を頂きながら、新春懇談

会、社友会総会等の行事が盛大に開催出来ました。
また、同好会活動、社会貢献活動や新規テーマを追加し
たカルチャー教室、さらには社友会旅行等にも多くの方
に参加頂きました。

高齢で参加された方も仲間と語らい、笑い、一緒に歩
く元気なお姿を見ておりますと、シャープとの深い絆で結
ばれた社友会は、ほんとに素晴らしい親睦団体だと改め
て思います。

諸先輩が築かれた社友会は他に例を見ない程活発な
団体です。会社とも一体となって拡大に向けた新たな取
り組みを進めたいと思います。

本年も会員皆様のご健康とご発展をお祈り致します。

　　　  シャープ社友会

会  長　 　 　   康  雄

新 年 の ご 挨 拶

新春を心からお慶び申し上げます。
今年も皆さまとシャープ及び社友会にとりまして素晴らし
い一年でありますよう心からお祈り申し上げます。

昨年まで、社友会の会員減少と高齢化による活力低下
にハドメをかける策はないかと、思いを巡らし、会報「ゆ
う」をカラー化、隔月発行したり、カルチャー教室を開い
たり、魅力ある旅行等にも取り組んできました。

しかし、よくよく考えてみればこの社友会があるだけで
十分ではないか。共に仕事をしてきた仲間がいるだけで
十分ではないか！と考え直すことにしました。
「人間は社会的動物だ」と云われています。社会との

関わりそのものが、生きがいとなって人を元気にします。
仕事をやめ、社会とのつながりも少なくなって家に籠りが
ちとなり、人と話をする機会も徐々に少なくなってきます。
歳老いて社会的に孤独な生活になる程、みじめなことは
ありません。

しかし、我々には社友会があります。何十年と、共に仕
事をしてきた仲間がいます。気心の知れた多くの仲間が、
あなたの呼びかけを待っています。社友会ある限りあな
たを社会的に孤独にさせることはありません。

そこで今年の目標、気易く話の出来る社友会にするこ
と。いつでも気軽に立ち寄れる社友会にすることです。

会報「ゆう」を見てください。社友会のホームページを
見てください。多くの仲間が、皆さんとの新しい出会いを
待っています。

　　　　シャープ社友会

副会長　北  田  秀  人

明けましておめでとうございます。
����年は近年の中でもワクワク感をもって迎えられる例
外的な年であると思われます。その一つは「平成」の次
はどんな元号になるのか。平成時代のキーワードの一つ
がITでしたが、次の時代のキーワードはどのような言葉、
そして時代になるのでしょうか。

 人生���年時代と言われ始めて�年目、長く生きるこ
との「良さ」と「辛さ」が身近なことになって来ましたが、
何はともあれ前向きに捉えましょう。

そんな環境の中、会社は中期計画の�年目から�年目
への正念場を迎えますが、ぶれない経営の目標と派手さ
とは一線を画した取り組みで、地道に成果を挙げつつあ
るのは喜ばしいことです。

社友会本部も次世代への継承という難しいテーマに取
り組み中です。会社の経営が落ち着くと共に、共通の価
値観を持った仲間との終生の交流の場としての社友会は
永続するものと信じております。私達は会社とも連携をし
て、新しい会員の入会勧誘を地道に進めて参ります。

その為には、リタイア後の生活のリズム、楽しみの場で
あると共に、新しきを学び、さらに世の中の役に立てる活
動を心掛ける時と考えます。同好会の活性化は勿論のこ
とですが、一昨年より実施のカルチャー教室の内容の充
実を含めて、より多くのシャープOBの世の中への発信力
を顕在化させる企画を考えて参ります。

今年も皆さまのご協力をお願いします。

　　　　シャープ社友会

副会長　植  田  英三郎
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